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「特別利益における新株引受権戻入益の発生」と

「特別損失における製品補償損失の発生」に関するお知らせ

　当社は、平成 12 年 3 月期決算において、特別利益として新株引受権戻入益及び特別損失とし

て製品補償損失を計上することになりましたのでお知らせいたします。

記

１．特別利益における新株引受権戻入益の発生

　(1) 新株引受権戻入による特別利益の額 　２,６０６百万円

  (2) 新株引受権戻入益発生の理由

 ２０００年満期米貨建新株引受権付社債の新株引受権の行使期間満了（平成 12 年 2 月

15 日）に伴い、負債の部に計上していた当該新株引受権の残高を特別利益に振り替える

ものであります。

２．特別損失における製品補償損失の発生

　(1) 製品補償損失の発生による特別損失の額　　約１７億円（見込額）

  (2) 製品補償損失発生の理由

　当社が過年度に販売した製品（自動車関連部品）について市場クレームが発生したた

め、当社負担金（見込額）を特別損失に計上するものであります。

３．当期の業績に与える影響

　上記の新株引受権戻入益及び製品補償損失はいずれも当期に計上するが、それぞれ特

別利益及び特別損失として計上するため、当期純利益に及ぼす影響は軽微であり、これ

に伴う当期の業績予想の修正は行いません。

以上


